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A.M. 9:00 ～P.M.5:00 土・日曜・祝祭日休局 

 
会長／ 原 孝士    副会長／ 高砂 明弘

幹事／ 田中 浩史   会計／ 大谷 孝 

■■■ 例会プログラム 
例会日 卓話者 演題 

12月11日 
平田中学校 

  校長 三成 重雄 様 
異文化にふれて 

12月18日 議長 原 孝士 年次総会 

12月25日 休 会  

1 月 1 日 休 会  

1 月 8 日 
18：30 ～  

（ひらたメイプルホテル） 
新年例会 

■■■ 出席報告 
会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前回補正出席率 

42 29  13 (4) 74.36 % 84.62 % 

■■■ 欠席者 

高砂／黒田／持田／槇野／園山／山根／堀江／三代／園 

（石原恵／河原／伊藤／吾郷） 

■■■ 来訪者 

な し 

■■■ MU 

12/10 遠藤、平野 （大社）   飯塚大 （松江） 

*************************************************** 

■■■ 次回例会受付当番 

（1 月 8 日） 田中祥貴／山根章一／吾郷道夫 

■■■ 近隣クラブ例会情報  （メークアップを考えましょう） 

   （出雲）                 （松江）  赤文字 例会変更 

月 
出雲中央ＲＣ 12/15 

12/29 (休) 
月 松江南ＲＣ 12/15 12/29 

火 
出雲ＲＣ 12/23 (休) 

 12/30 (休) 
火 松江しんじ湖ＲＣ  

水 大社ＲＣ 12/31 (休) 1/7 水 
松江ＲＣ 12/17 

12/24 12/31 

  木 
松江東ＲＣ 12/18 

   12/25 (休) 1/1 (休) 

金 出雲南ＲＣ    

■■■ 会長挨拶 ■■■ 

－ 都市鉱山 － 

廃棄した家電には多くの金属資源が含まれる。金や銀、希少金

属（レアメタル）などで、リサイクルすれば再利用できる。これまではご

みとして処分するケースがおおかったが、資源価格の上昇などを背景

に、これを貴重な資源とみる「都市鉱山」の考え方が広がってきた。 

独立行政法人の物質・材料研究機構が試算したところによると、

日本の都市鉱山にあたる金は約6800 トンで世界の埋蔵量の16％

を占める。銀は 22％、インジウムは 61％。世界の埋蔵量の 10％を

超える金属がほかにも多くある。 

     【金属資源の主な用途】 

金 コンピュータの回路、電子部品の伝導体 

銀 配線材、電気接点、写真の感光材料 

白金 燃料電池、自動車の排ガス浄化触媒 

パラジウム歯科治療の材料、自動車の排ガス浄化触媒 

ビスマス はんだ（鉛の代替）、添加剤 

インジウム 太陽電池、液晶ディスプレー 

ニッケル ステンレス、電池 

■■■ 幹事報告 ■■■ 

１．鳥居ガバナー、ホストクラブ 松江東ＲＣ葛尾ガバナー・エレクト壮行会の

ご案内が、会長、幹事、副会長、副幹事にまいりました。当クラブより高

砂副会長、内田会員（次年度グループ幹事予定）が出席致します。 

２．当クラブ 職場訪問例会（風車見学）の様子が紹介された、広報誌を頂

きましたので回覧いたします。 

３．ロータリーの友誌、ガバナー月信の配布 

■■■ 委員会報告 ■■■ 

クラブ広報委員会 ： ロータリーの友 12 月号の紹介 

■■■ スマイル ■■■ 

森山・牧野・飯塚大 

三成校長先生、ようこそいらっしゃいましした。 

原孝 たくさんの人達の協力ですばらしい忘年会が開かれました。 

ありがとうございました。 

飯塚大 13 日午後 2 時～4 時まで、国富町康国寺を出発し平田の

町を歩き康国寺へ戻るコースで「おかげさま托鉢」をさせていた

だきます。皆様よろしくお願い致します。 

大島卓 食い逃げをお許し下さい。（悪い事だとはよく知っています） 

平野 早退をさせて頂きます。 

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■ 

「異文化にふれて」 

平田中学校 校長 三成 重雄 様 

元 リオ・デ・ジャネイロ 日本人学校校長 

（1999 年～2002 年派遣） 

 

 

クラブテーマ 「 環境 」  



１．ブラジル国について 

○ 国名  ブラジル連邦共和国 

○ 国土  851 万 1965ｋ㎡ （日本の 23 倍） 

○ 人口  1 億 8390 万人 （2007 年調査） 

○ 首都  ブラジリア 

主要都市 

 サンパウロ  1001 万 8000 人 

 リオ・デ・ジャネイロ  560 万 6000 人 

 サルバドール   226 万 3000 人 

 ベロ・オリゾンテ   209 万 7000 人 

 ブラジリア   173 万 8000 人 

○ 民族構成 

55％  ヨーロッパ系（主にポルトガル､イタリア、スペイン系 

38％  ムラート（ヨーロッパ系と黒人との混血） 

  又は メスチイソ（ヨーロッパ系とアメリカ先住民との混血） 

6％  黒人とアメリカ先住民との混血 

1％  アジア系 

○ 言語  公用語  ポルトガル語 

○ 歴史 

1500 年 ポルトガル探検家カブラルが到達、ポルトガル領と宣言 

1530 年代レシフェとサルバドールに入植地が設けられ、発展する 

1763 年 サルバドールからリオ・デ・ジャネイロに遷都 

1888 年 奴隷制度全面禁止 

1960 年 リオ・デ・ジャネイロから首都がブラジリアに移る 

 

２．ブラジルの教育制度について 

ブラジル総人口の三分の一 ： 56．5 百万人が学校に通っている。 

内訳は生徒が 54．1 百万人、教師が 2．4 百万人。 

＊ 因みに日本では、総人口の五分の一弱、 

内、生徒 10．2 百万人、教師 1．7 百万人。 

7 歳～14 歳人口 （義務教育標準年齢） の 95．8％が就学。 

非識字率は、1991 年 20．1％から、1997 年には 14．7％へ減少。 

15 歳以上の人口 65％は、8 年の義務教育を完了しておらず、 

その平均在学年数は 6 年。ほとんどが 2・3 部制 

基礎教育 (幼児教育､義務教育､中等教育) 在学者の 50％は標準年齢を

超している（留年の影響)。 

 

３．リオ・デ・ジャネイロ 日本人学校について 

○ 治安学校の近くにファペーラ（低所得者層のスラム）があり、大変危険 

避難訓練銃声による避難行動近くの林に暴漢が逃げ込んだ時の避難

行動 

凶器を持った不審者が侵入してきた時の避難行動 

家庭での生活、屋外で遊ぶことはほとんどできない。 

○ 教育内容 日本と同じ 

 

４．リオ・デ・ジャネイロの良さ 

景色、食べ物、サッカー、人々の優しさ 

 

５．海外での暮らしの中で 

日本のものさしで測らないこと、日本のことをよく知ること、日本人がつくり上げ

た伝統的な素晴らしさに気付くこと。 

 

 

 


